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 今回、6年生では自主学習チャンピオン大会を企画しました。これは、一定の課題を与え、期

間内に提出するという取組です。 

 この取組は、中学校進学を控え、自分で学習習慣をつけることがねら

いです。 

 

 さて、課題を与えても、いやなことを後回しにしてしまうのは大人も同じです。締め切りが

近くなって慌てて済ませる…このような経験は誰でもお持ちではないでしょうか？ 

 

 

 そこで、計画的に学習できるように応援する 

システムを作りました。ご覧の写真は、提出 

状況が分かるようにしたものです。 

 このようにすることで、自分がどのような 

状態なのかが一目で分かるようにしました。 

 

 

 次に考えたのが、友達のよさを取り入れる 

ことです。 

 

 

～ファイト黒崎で絆を深めよう～ 

 こちらをご覧ください。5年生の教室前に自主学習の名人を紹介するコーナーで

す。担任の先生は、今年度、4階に上がった子ども達に自主学習の習慣を付け、自分で学ぶ力を

養いたいと積極的に声をかけています。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中には、人と比較して「どうせ自分は…」と悲観的になる子どもがいます。そこで、私は、 

「失敗は宝物です。できない自分も好きになって。友達のよさをどんど

ん取り入れましょう。」 
と言うようにしています。 

 

「よし！頑張ろう！」 
 こうして翌日には、多くの子ども達が素敵なノートを提出しました。 

期限内に提出することは、大人になっても、とても大切なことですね。 

 

「友達のよさを真似することはよいことなんだ。」 

「できない自分も認めよう。できるように、とりあえず 

一歩踏み出そう！」 

 

 少しずつ、殻を破って本当のよさを発揮し始めた子ども達。 

友達のよさを紹介し、安心させてあげることでもっと頑張ろう 

と思うようになりました。 

 

 

 担任の先生は、毎日宿題のチェックをしながら、少しずつ子ども達がステップアッ

プする姿を楽しみにしています。教科担任制の黒崎中央小学校では、そんな担任の先生の思

いも分かち合いながら、子ども達を大切に育てていきたいと考えています。 

 保護者の皆様、私たちの取組でお気付きになったことがありましたら、どうぞお知らせくださ

い。今後ともご支援の程、よろしくお願い致します。 

 子ども達のノートを点検していると、中からお手紙が！ 

 

「いつも高学年通信を楽しみにしています。中学校進学を控えた取り組み、ありがとうございます。

子どもと一緒に学習に取り組みました。」 

  

 仕事に、家事に、育児に多忙な日々を送っていらっしゃるにもかかわらず、ご協力いただいたこ

とに心よりお礼申し上げます。とても有難いメッセージです。 


